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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

米
沢
市
は
国
内
の
６
都
市
と
姉
妹

都
市
の
盟
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。
南
か

ら
、
沖
縄
県
沖
縄
市
、
宮
崎
県
高
鍋
町
、

愛
知
県
東
海
市
・
西
尾
市
、
新
潟
県
上

越
市
・
南
魚
沼
市
で
す
。
相
手
都
市
に

合
わ
せ
て
若
干
名
称
の
異
な
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
事
実
上
の
姉
妹
都
市

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
市
長

に
就
任
し
た
12
年
前
は
西
尾
市
を
除

く
５
都
市
で
し
た
。
い
ず
れ
も
上
杉
家

と
ゆ
か
り
の
あ
る
土
地
ば
か
り
で
、
偏

り
過
ぎ
で
は
と
感
じ
た
の
で
す
が
、
よ

く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
上
杉
謙
信
や

上
杉
鷹
山
を
核
と
し
た
テ
ー
マ
の
あ

る
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き

る
こ
と
に
気
付
き
、
逆
に
上
杉
家
と
の

ゆ
か
り
が
あ
っ
て
も
、
ま
だ
交
流
し
て

い
な
か
っ
た
自
治
体
と
交
流
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
25
年
に
西

尾
市
と
友
好
都
市
に
な
っ
た
ほ
か
、
宮

崎
県
串
間
市
、
福
岡
県
朝
倉
市
、
富
山

県
魚
津
市
と
も
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
交
流
事
業
の
う
ち
、
ユ
ニ
ー

ク
と
思
わ
れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
。

か
り
ゆ
し
の
着
用

　

姉
妹
都
市
・
沖
縄
市
の
文
化
を
市
民

に
紹
介
す
べ
く
、
米
沢
市
役
所
で
は
４

年
前
か
ら
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
期
間
、
か
り

ゆ
し
を
着
用
し
て
も
よ
い
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ま
だ
珍
し
か
っ
た
か
り
ゆ
し
の

華
や
か
な
柄
に
来
庁
者
と
の
会
話
が
増

え
た
、
職
場
内
の
雰
囲
気
が
明
る
く

な
っ
た
な
ど
職
員
・
市
民
双
方
か
ら
好

評
で
、
今
で
は
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
年
の
沖
縄
県
衣
類
縫
製
品

工
業
組
合
カ
タ
ロ
グ
に
は
本
市
職
員
の

か
り
ゆ
し
着
用
風
景
が
大
き
く
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

吉
良
サ
ミ
ッ
ト

　

毎
年
、
12
月
に
な
る
と
、
決
ま
っ
て

テ
レ
ビ
に
登
場
す
る「
忠
臣
蔵
」。
仇
役

の
吉
良
上
野
介
は
地
元
の
西
尾
市
吉
良

町
で
は
名
君
と
し
て
慕
わ
れ
て
お
り
、

上
杉
鷹
山
の
４
代
さ
か
の
ぼ
っ
た
先
祖

で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
12
月
、
西

尾
市
と
の
友
好
都
市
締
結
１
周
年
を
記

念
し
て
、
創
作
物
の「
忠
臣
蔵
」
と
史

実
の
両
方
か
ら
赤
穂
事
件
を
考
察
す
る

「
吉
良
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
赤
穂
事
件
に
関
係
す
る
岩
手

県
一
関
市
、
長
野
県
諏
訪
市
、
西
尾
市
、

本
市
の
４
市
長
。
市
民
か
ら
も
反
響
が

大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
史
実
を
再
考

す
る
動
き
が
広
が
り
、
本
年
の
12
月
に

西
尾
市
で
第
２
回
目
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

修
学
旅
行
歓
迎
コ
ン
ト

　

東
海
市
の
す
べ
て
の
中
学
校
が
修
学

旅
行
で
本
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
上
杉

上
杉
家
ゆ
か
り
の
都
市
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

米よ
ね
ざ
わ沢
市（
山
形
県
）�

 

米
沢
市
長
　
安あ

べ部
三さ

ん
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎

クールビズ期間、かりゆしを着用する職員

西尾市との友好都市締結１周年を記念して開催した「吉良サミット」
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鷹
山
が
師
の
細

井
平
洲
を
江
戸

か
ら
米
沢
へ
招

い
た
際
、
城
か

ら
出
て
７
㎞
ほ

ど
郊
外
の
神
社

で
出
迎
え
た
と

い
う
故
事
は
、

戦
前
の
修
身
の

教
科
書
に「
師

を
敬
え
」
と
題

し
て
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
故
事
の
舞
台
と
な
っ
た

羽
黒
神
社
の
社
殿
で
東
海
市
の
中
学
生

に
お
見
せ
す
る
の
が
、
15
分
ほ
ど
の
コ

ン
ト
で
す
。
演
じ
る
の
は
４
人
の
市
職

員
。
現
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
上

杉
鷹
山
と
細
井
平
洲
が
バ
ス
ツ
ア
ー
に

参
加
し
、
ガ
イ
ド
や
学
生
に
平
洲
の
教

え
や
鷹
山
の
実
践
を
伝
え
る
と
い
う
内

容
で
す
。
舞
台
を
通
じ
て
、
鷹
山
・
平
洲

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
職
員
の
熱
意

も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
交
流
は「
学
び
」

　

平
成
25
年
11
月
、
来
日
間
も
な
い

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
駐
日
米
国

大
使
が
都
内
で
の
講
演
の
折
、
父
の
ケ

ネ
デ
ィ
大
統
領
は
上
杉
鷹
山
を
尊
敬
し

て
い
た
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発

言
は
市
民
に
大
き
な
喜
び
を
与
え
、
ケ

ネ
デ
ィ
大
使
の
本
市
来
訪
へ
の
期
待
が

急
速
に
高
ま
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
大

使
に
招し
ょ
う
へ
い聘の

手
紙
を
出
す
だ
け
で
な
く

「
上
杉
鷹
山
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
大

使
を
お
待
ち
す
る
」こ
と
に
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
・
交
流
都
市
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
平
成
26
年
２
月
の

「
上
杉
雪
灯
篭
ま
つ
り
」で
は「
鷹
山
サ

ミ
ッ
ト
」、
５
月
の「
米
沢
上
杉
ま
つ

り
」
で
は
、「
謙
信
・
景
勝
サ
ミ
ッ
ト
」

を
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
９

月
の「
な
せ
ば
な
る
秋
ま
つ
り
」
に
ケ

ネ
デ
ィ
大
使
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
交
流
の
行
き
着
い
た
と
こ

ろ
は
、「
学
ぶ
」こ
と
で
し
た
。
市
民
だ

け
で
な
く
職
員
も
ま
た
学
ん
で
い
ま

す
。「
な
せ
ば
な
る
秋
ま
つ
り
」の
折
に

姉
妹
都
市
・
交
流
都
市
の
職
員
が
米
沢

に
集
ま
っ
て
日
ご
ろ
の
行
政
課
題
に
つ

い
て
学
び
合
う「
鷹
山
塾
」
も
そ
の
一

つ
で
す
。
鷹
山
の
改
革
が
目
指
し
た
よ

う
に
、
経
済
の
豊
か
さ
と
と
も
に
精
神

の
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
勉
強

会
で
す
。
姉
妹
都
市
交
流
事
業
が
、
市

民
や
市
職
員
に
と
っ
て
、
普
段
振
り
返

る
こ
と
の
少
な
い
わ
が
ま
ち
に
つ
い
て

深
く
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

上
杉
家
と
の
ゆ
か
り

沖
縄
県
沖
縄
市

上
杉
茂
憲
（
13
代
藩
主
）
が
第
2
代
沖
縄
県
令
と
な
る

宮
崎
県
高
鍋
町

上
杉
鷹
山
（
9
代
藩
主
）
の
実
家
・
秋
月
家
の
領
地

宮
崎
県
串
間
市

福
岡
県
朝
倉
市

上
杉
綱
憲
（
4
代
藩
主
）
の
娘
・
豊
が
嫁
い
だ
黒
田
家
の
領
地
。
豊
は
外
孫

の
鷹
山
を
実
家
・
上
杉
家
の
跡
継
ぎ
に
押
し
た

愛
知
県
東
海
市

上
杉
鷹
山
（
9
代
藩
主
）
の
師
・
細
井
平
洲
の
出
身
地

愛
知
県
西
尾
市

上
杉
綱
憲
（
4
代
藩
主
）
の
父
・
吉
良
上
野
介
の
領
地
（
旧
吉
良
町
ほ
か
）

富
山
県
魚
津
市

上
杉
軍
と
織
田
軍
と
の
間
で
激
戦
と
な
っ
た
魚
津
城
の
所
在
地

新
潟
県
上
越
市

上
杉
謙
信
・
景
勝
の
居
城
、
春
日
山
城
の
所
在
地

新
潟
県
南
魚
沼
市

上
杉
景
勝
・
直
江
兼
続
の
誕
生
地

市職員が羽黒神社の社殿で東海市の中学生にコントを実演

◆ 

面
積　
　

５
４
８
・
51
㎢

◆ 

人
口　
　

８
万
４
３
１
５
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
２
５
３
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ひ
と
が
輝
き　

創
造
し
続

け
る
学
園
都
市
・
米
沢

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
上
杉
家
の
歴
史
・
文
化
と
、

有
機
Ｅ
Ｌ
等
の
最
先
端
技
術
の
集
積
が
進
む

も
の
づ
く
り
の
ま
ち

〔
特
産
品
〕
米
沢
牛
、米
沢
鯉
、舘
山
り
ん
ご
、

雪
菜
、
豆
も
や
し
、
米
沢
織
、
笹
野
一
刀
彫
、

有
機
Ｅ
Ｌ
照
明

〔
観
光
〕
上
杉
神
社
、
上
杉
家
廟
所
、
秘
湯

を
含
む
米
沢
八
湯
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
米
沢
上
杉
ま
つ
り
、
米
沢
牛

肉
ま
つ
り
、
上
杉
雪
灯
篭
ま
つ
り
、
な
せ
ば

な
る
秋
ま
つ
り

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

米沢市長

安部三十郎

山形市

米沢市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

東
松
山
市
は
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
東
京
都
心
か
ら
約
50
㎞
と
い

う
立
地
条
件
と
恵
ま
れ
た
交
通
体
系
を

背
景
に
、
首
都
圏
近
郊
の
住
宅
都
市
と

し
て
着
実
に
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
比
企
丘
陵
の
美
し
い

自
然
に
囲
ま
れ
、
市
の
花「
ぼ
た
ん
」や

上
沼
公
園
・
下
沼
公
園
の
桜
、
物
見
山
公

園
の
つ
つ
じ
、
正
法
寺
の
樹
齢
７
０
０

年
の
大
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
四
季
折
々
の
花

が
ま
ち
を
鮮
や
か
に
彩
る
と
と
も
に
、

平
成
24
年
に
創
建
１
３
０
０
年
を
迎
え

た
箭
弓
稲
荷
神
社
を
は
じ
め
数
多
く
の

文
化
財
を
有
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

10
月
に
は
埼
玉
県
で
は
初
と
な
る
三
角

縁
神
獣
鏡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
古
く

は
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
つ
な
が
り
を
示
す

第
一
級
の
発
見
で
、
本
市
が
豊
か
な
自

然
と
悠
久
の
歴
史
を
併
せ
持
つ
ま
ち
で

あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
基
本
に 

据
え
た
ま
ち
づ
く
り

　

毎
年
11
月
初
め
に
開
催
す
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
祭
典「
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー

チ
」
は
、
昭
和
55
年
の
第
３
回
大
会
か

ら
本
市
を
会
場
と
し
、
本
年
で
第
38
回

を
数
え
ま
す
。
今
で
は
、日
本
全
国
、
世

界
各
地
か
ら
３
日
間
で
延
べ
約
10
万
人

の
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
集
ま
る
、
名
実
と
も

に
日
本
最
大
・
世
界
第
２
位
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
文
化
を

全
国
に
発
信
す
る
た
め
の
取
り
組
み
も

進
め
て
い
ま
す
。
本
年
２
月
に
は
、
県

内
で
２
日
間
以
上
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
を
開
催
す
る
５
市
に
よ
る「
埼
玉
県

マ
ー
チ
ン
グ
リ
ー
グ
」を
結
成
し
ま
し

た
。
県
内
５
大
会
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加

し
、
２
日
間
完
歩
す
る
と「
リ
ー
グ
賞
」

が
授
与
さ
れ
る
な
ど
、
埼
玉
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
に
す
る
べ
く
、
各
大

会
の
交
流
促
進
と
魅
力
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
埼
玉
県
か
ら
指
定
を
受

け
た
健
康
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
エ
コ

タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
市
独
自
モ
デ
ル
を
構
築
・
発
信
し

て
い
ま
す
。

　

健
康
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
毎
日

１
万
歩
運
動
」
と「
プ
ラ
ス
１
０
０
０

歩
運
動
」
を
実
施
し
、
毎
日
１
万
歩
運

動
で
は
、
参
加
者
に
毎
日
１
万
歩
を
歩

く
こ
と
を
目
標
に
６
カ
月
間
、
プ
ラ
ス

１
０
０
０
歩
運
動
で
は
、
健
康
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
し
て
普
段
の
生
活
に
プ

ラ
ス
１
０
０
０
歩
以
上
を
目
標
に
３
カ

月
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
平
成
26
年
に
健
康
効
果
を
検
証

し
た
と
こ
ろ
、
毎
日
１
万
歩
運
動
は
、

筋
力
の
増
加
と
中
性
脂
肪
の
低
下
、

そ
し
て
、
医
療
費
が
年
間
で
約
２
万‌

４
０
０
０
円
抑
制
で
き
る
と
い
う
結
果

が
出
ま
し
た
。

　

エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市

民
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
活
動
を
ポ
イ
ン
ト

化
し
、
地
域
通
貨
と
交
換
す
る
エ
コ
マ

ネ
ー
制
度「
東
松
山
市
Ｅ
Ｃ
Ｏ
・
Ｐ
Ｏ

（
エ
コ
ポ
）」を
導
入
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
推
進
と
併
せ
、
省
エ
ネ
活
動

の
促
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
基
本
に
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
と
地
方
創
生

東ひ
が
し
ま
つ
や
ま

松
山
市（
埼
玉
県
）�

 

東
松
山
市
長
　
森も

り

た田
光こ

う
い
ち一

平成24年に創建1300年を迎えた箭弓稲荷神社
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に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
据
え
る
こ
と
で
、今

後
も
東
松
山
発
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
文
化

を
広
く
全
国
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
創
生
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

　

全
国
的
に
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

が
大
き
な
行
政
課
題
と
な
り
、
地
方
自

治
体
は
、
今
後
生
き
残
り
を
懸
け
、
地

域
の
活
性
化
と
定
住
人
口
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

の
支
援
に
よ
る
地
方
創
生
が
ス
タ
ー
ト

す
る
中
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
有
す
る

本
市
に
と
っ
て
、
地
方
創
生
は
、
自
立

し
た
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
新

た
な
風
を
吹
き
込
む
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、「
産

業
の
活
性
化
」「
子
育
て
支
援
」「
観
光

振
興
」
の
３
つ
を
柱
と
し
て
、
地
方
創

生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
産
業
の
活
性
化
」で
は
、
積
極
的
な

企
業
誘
致
を
進
め
る
こ
と
で
、
雇
用
の

創
出
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
就
業
支

援
や
地
元
産
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
地

域
内
循
環
型
経
済
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
農
業
振
興
と
し
て
、
特
産
品

の
梨
や
ポ
ロ
タ
ン
栗
を
使
用
し
た
加
工

品
の
商
品
化
や
、
戦
略
作
物
と
し
て
白

い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ「
ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
」

の
生
産
・
販
売
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
支
援
」の
充
実
は
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
の
必
要
不

可
欠
な
取
り
組
み
で
す
。
本
市
で
は
、

１
人
１
人
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対

応
し
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

情
報
提
供
や
相
談
を
行
う
た
め
、
本
年

か
ら「
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」を
配

置
し
、
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
親
子
の
交
流
や
情

報
交
換
の
場
と
な
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
新
設
す
る
な
ど
、「
子
育
て
が
楽

し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
子
育
て
の
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
「
観
光
振
興
」で
は
、一
度
は
訪
れ
た

い
、そ
し
て
、こ
の
ま
ち
に
暮
ら
し
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

本
市
で
は
、
本
年
２
月
に
東
松
山
市
観

光
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
観
光
業
と

諸
産
業
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
本
年
度
進
め
る「
ま
な
び
の
み
ち
」

創
造
プ
ラ
ン
で
は
、
廃
線
敷
を
活
用
し

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
結
ぶ
こ
と
で
、

地
域
資
源
か
ら
観
光
資
源
へ
の
飛
躍
を

図
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
、
東
松

山
ら
し
さ
を
演
出
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　

現
在
、
本
市
で
は
平
成
28
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
市
の
最
上
位
に
位
置
す
る

「
第
５
次
総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
本
市
の
持
つ
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
と
発
展
可
能
性
を
強
み
に
、

「
子
ど
も
」「
健
康
福
祉
」「
環
境
」「
生
活

基
盤
」「
活
性
化
」「
協
働
」の
６
つ
を
ま

ち
づ
く
り
の
柱
と
し
ま
す
。
今
後
も
現

場
主
義
を
貫
き
、
東
松
山
市
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩

み
な
が
ら
、
着
実
か
つ
果
敢
に
将
来
像

の
実
現
を
目
指
し
、
市
政
運
営
に
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。

ウォーキングの祭典・日本スリーデーマーチ

◆ 

面
積　
　

65
・
35
㎢

◆ 

人
口　
　

８
万
９
２
５
２
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
７
５
８
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
住
み
た
い
、
働
き
た
い
、

訪
れ
た
い　

元
気
と
希
望
に
出
会
え
る
ま
ち

東
松
山

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
比
企
丘
陵
の
自
然
に
囲
ま

れ
、
四
季
折
々
の
美
し
い
花
が
溢
れ
る
「
花

と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
ま
ち

〔
特
産
品
〕
梨
、
や
き
と
り
、
味
噌
だ
れ
や

き
そ
ば
、
ポ
ロ
タ
ン
栗
、
と
う
も
ろ
こ
し

「
ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
」

〔
観
光
〕箭
弓
稲
荷
神
社
、東
松
山
ぼ
た
ん
園
、

埼
玉
県
こ
ど
も
動
物
自
然
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
、

ぼ
た
ん
ま
つ
り
、
東
松
山
夏
ま
つ
り
、
ひ
が

し
ま
つ
や
ま
花
火
大
会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

東松山市長

森田光一

さいたま市

東松山市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

高
槻
市
は
、
大
阪
市
と
京
都
市
の
ほ

ぼ
中
間
に
位
置
し
、
交
通
の
利
便
性
が

非
常
に
高
い
こ
と
が
ま
ち
の
特
徴
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｒ
と
阪
急
電

車
が
市
の
中
央
部
を
東
西
に
走
り
、
大

阪
市
や
京
都
市
へ
は
、Ｊ
Ｒ
な
ら
15
分

以
内
、
阪
急
電
車
な
ら
約
20
分
と
い
う

好
ア
ク
セ
ス
で
す
。
さ
ら
に
、
大
阪
府

内
で
は
、
大
阪
市
を
除
き
、
唯
一
有
し

て
い
る
市
営
バ
ス
が
鉄
道
駅
を
中
心
に

市
内
各
所
を
運
行
、
便
利
な
移
動
手
段

と
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
・
阪
急
高
槻
市

駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
に
は
、
大
型

商
業
施
設
が
立
地
し
、
両
駅
間
を
つ
な

ぐ
商
店
街
な
ど
が
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
る
一
方
で
、
市
域
の
半
分
ほ
ど
を

森
林
が
占
め
て
お
り
、
市
街
地
に
近
接

し
た
場
所
に
名
勝「
摂
津
峡
」
な
ど
の

豊
か
な
自
然
が
残
る
ま
ち
で
も
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
継
体
大
王
の
陵
墓
と
い
わ

れ
る「
今
城
塚
古
墳
」、
藤
原
鎌
足
の
墓

で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る

「
阿
武
山
古
墳
」を
は
じ
め
と
し
た
数
々

の
古
墳
群
や
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
高

山
右
近
で
有
名
な「
高
槻
城
跡
」
な
ど

歴
史
的
文
化
財
を
数
多
く
持
ち
、
西
国

街
道
沿
い
や
伝
統
を
守
り
続
け
る
酒

蔵
も
あ
る
富
田
地
区
の
旧
寺
内
町
な
ど

に
は
歴
史
的
な
街
並
み
も
残
っ
て
い

ま
す
。
に
ぎ
わ
い
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
歴

史
が
息
づ
い
て
い
る
の
も
本
市
の
魅
力

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
都
市
の
利
便
性
と
豊
か

な
自
然
・
歴
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
を
併
せ
持
つ
本
市
は
、
さ
ら
に
便
利

で
住
み
や
す
い
ま
ち
へ
と
進
化
し
続
け

て
い
ま
す
。

進
む
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

都
市
基
盤
の
面
で
は
、
現
在
、
新
名

神
高
速
道
路（
高
槻
〜
神
戸
）
が
、
平

成
28
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
併
せ
て
、
新
名
神

高
速
道
路
や
名
神
高
速
道
路
に
乗
り
入

れ
で
き
る
高
槻
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
）も
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。
市

内
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
い
う
広
域

交
通
の
玄
関
口
が
新
た
に
設
け
ら
れ
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
交
通
利
便
性
の
向

上
や
産
業
振
興
な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化

が
一
層
図
ら
れ
る
も
の
と
、
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
か
ら
徒
歩
圏
内

に
あ
る
京
都
大
学
附
属
農
場
の
移
転
に

伴
い
、
そ
の
跡
地
の
一
帯
を「
安
満
遺

跡
公
園
」（
20
・
９
ha
）と
し
て
整
備
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
公
園

名
称
に
も
な
っ
て
い
る
安
満
遺
跡
は
、

弥
生
時
代
前
期
の
環
濠
集
落
で
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
６
月
に
、
公
園
用
地
内
で
の
発

掘
調
査
に
お
い
て
、
当
時
の
大
規
模
な

小
区
画
水
田
跡
や
、
水
没
後
の
水
田
か

ら
墓
地
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
居

住
域
、
生
産
域
、
墓
域
の
全
部
が
揃
い
、

し
か
も
良
好
な
保
存
状
態
で
見
つ
か
っ

た
の
は
、
全
国
で
も
初
め
て
で
、
今
後

の
弥
生
文
化
の
研
究
に
も
大
き
く
寄
与

す
る
極
め
て
貴
重
な
例
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
史
跡
安
満
遺
跡
を
保
存
・
活
用

し
な
が
ら
、
市
民
の
憩
い
の
場
、
さ
ら

都
市
基
盤
の
整
備
を
飛
躍
の
礎
に

〜「
み
ら
い
創
生
」を
進
め
る
市
政
運
営
〜

高た
か
つ
き槻
市（
大
阪
府
）�

 

高
槻
市
長
　
濱は

ま

だ田
剛た

け

し史新名神高速道路・高槻ＩＣ（仮称）周辺

3
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に
は
、
ま
ち
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
す

る
た
め
、
防
災
機
能
も
備
え
た
緑
豊
か

な
公
園
と
し
て
、
平
成
31
年
の
一
次
開

園
お
よ
び
平
成
33
年
の
全
面
開
園
に

向
け
て
公
園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

子
育
て
・
教
育
環
境
の 

充
実
に
向
け
て

　

本
市
で
は
、
子
育
て
世
代
を
は
じ
め

と
す
る
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
育
て
支
援
の
分
野
で
は
、

課
題
で
あ
っ
た
待
機
児
童
の
解
消
を
目

指
し
、
認
可
保
育
所
の
整
備
に
よ
る
定

員
の
増
加
を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
年
４
月
１
日
現
在
の

「
保
育
所
等
待
機
児
童
数
」（
国
基
準
）

は
、
平
成
26
年
度
に
引
き
続
き
ゼ
ロ
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、

年
間
を
通
じ
た
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指

し
、
平
成
26
年
12
月
か
ら
高
槻
市
立
臨

時
保
育
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の

臨
時
保
育
室
で
は
、
入
室
機
会
を
月
３

回
設
け
、
年
齢
ご
と
の
定
員
は
設
定
し

な
い
な
ど
、
年
度
途
中
で
の
転
入
や
育

児
休
業
か
ら
の
復
職
に
よ
っ
て
、
随
時

生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
の
分
野
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
に
向
け
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
大
阪
府
内
で
は
初
の
試
み
と

し
て
、
小
学
校
の
全
学
年
で
35
人
以
下

の
学
級
編
制
を
整
え
、
き
め
細
か
で
質

の
高
い
教
育
を
実
現
し
て
い
る
ほ
か
、

画
像
や
映
像
を
活
用
し
て
児
童
生
徒
の

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、
電

子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
本
年
度
か
ら
は
、
中
学
生
の
学

力
向
上
を
目
的
に
、
民
間
企
業
と
連
携

し
て
、
土
曜
日
に
学
習
支
援
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い 

ま
ち
を
目
指
し
て

　

現
在
、
全
国
で
地
方
創
生
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
全
体
の

人
口
減
少
と
い
う
流
れ
も
あ
り
、
市
町

村
の
み
の
努
力
で
人
口
増
加
に
結
び
つ

け
る
に
は
、
厳
し
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
引
き
続
き
、
定
住
人
口

増
加
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
都
市
構
造
へ
の
転
換

に
向
け
て
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

今
後
も
、「
み
ら
い
創
生
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
20
年
先
、
30
年
先
を
見
据

え
て
、
本
市
が
持
つ
特
性
を
最
大
限
生

か
し
な
が
ら
、
都
市
と
し
て
の
飛
躍
の

礎
と
な
る
都
市
基
盤
の
整
備
等
を
着
実

に
進
め
、
魅
力
と
活
力
を
高
め
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
・
教
育
を
は
じ

め
と
し
て
、
安
全
・
安
心
、
高
齢
者
福
祉

な
ど
の
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
ず
っ
と
住
み
続
け
た

い
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ＩＣＴ機器を使った授業の様子

◆ 

面
積　
　

１
０
５
・
29
㎢

◆ 

人
口　
　

35
万
５
２
８
７
人

◆ 

世
帯
数　

15
万
７
７
３
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕「
憩
い
の
空
間
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
な
ど

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
高
い
交
通
利
便
性
と
生
活
利

便
性
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
数
多
く
の
歴
史

遺
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
有
す
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
富
田
の
酒
、
原
の
ど
ぶ
ろ
く
、

高
槻
う
ど
ん
ギ
ョ
ー
ザ
、
寒
天
、
服
部
シ
ロ

ウ
リ
、
梶
原
タ
ケ
ノ
コ
、
三
箇
牧
ト
マ
ト
、

今
城
焼

〔
観
光
〕
い
ま
し
ろ
大
王
の
杜
、
摂
津
峡
、

高
槻
城
跡
公
園
、
神
峯
山
寺
、
高
槻
森
林
観

光
セ
ン
タ
ー

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
高
槻
ま
つ
り
、
高
槻
ジ
ャ
ズ

ス
ト
リ
ー
ト
、
こ
い
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
タ

１
０
０
０
、
天
神
ま
つ
り
、
高
槻
シ
テ
ィ
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
、
高
槻
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

高槻市長

濱田剛史

大阪市

高槻市
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わが
を
語
る

市
畜
産
が
80
％

　

曽
於
市
は
、
平
成
17
年
７
月
に
旧
末

吉
町
・
大
隅
町
・
財
部
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
、
本
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
本
市
は
、
鹿
児
島
県
の
大
隅
半
島

の
地
域
で
あ
り
、
宮
崎
県
都
城
市
と
の

県
境
に
位
置
し
、
畜
産
を
中
心
と
す
る

農
業
の
ま
ち
で
す
。

　

企
業
で
は
、
南
九
州
畜
産
興
業（
株
）

の
黒
牛
・
黒
豚
の
加
工
処
理
施
設
が
あ

り
、
民
間
企
業
と
し
て
地
域
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
酎
用
の
甘

藷
・
大
根
・
白
菜
・
里
芋
・
レ
イ
シ（
ゴ
ー

ヤ
）・
ゴ
ボ
ウ
・
ス
イ
カ
・
ゆ
ず
な
ど
多

種
の
農
作
物
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
総
面
積
約
３
９
０
㎢
の
う

ち
２
３
０
㎢（
59
％
）が
山
林
で
あ
り
、

現
在
、
杉
を
中
心
と
し
て
伐
採
が
急
速

に
進
み
、
中
国
・
韓
国
へ
輸
出
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
田
畑
の
農
地
が
53
㎢

（
14
％
）で
、
畑
地
か
ん
が
い
の
水
を
利

用
し
た
農
作
物
の
営
農
推
進
を
進
め
、

農
家
の
所
得
を
増
や
す
こ
と
が
最
大
の

課
題
で
す
。

　

農
業
総
生
産
額
が
約
４
１
０
億
円
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
80
％
が
畜
産
の
鹿
児

島
黒
毛
和
牛
・
鹿
児
島
黒
豚
・
ブ
ロ
イ

ラ
ー
で
３
２
０
億
円
の
生
産
額
に
な
り

ま
す
。

 

ゆ
ず
の
生
産
は
九
州
一 

　

ゆ
ず
の
生
産
を
、
高
齢
者
生
き
が
い

対
策
で
始
め
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
作

付
面
積
で
は
93‌

ha
、出
荷
量
が
６
３
０
ｔ

で
す
。
市
町
村
単
位
で
は
、
九
州
一
の

出
荷
量
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
ゆ

ず
の
加
工
品
を
増
や
し
、
特
産
品
化
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
さ
ら
に
活
用

し
、
黒
毛
和
牛
肉
・
黒
豚
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
セ
ッ
ト
、
そ
し
て
、
ゆ
ず
の
調
味
料
・

ゆ
ず
そ
お
ダ
ー
（
ゆ
ず
ソ
ー
ダ
）な
ど

特
産
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

大
変
人
気
の
状
況
で
す
。
是
非
、
曽
於

市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
の
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.city.soo.kagoshim

a.jp/

 

弥
五
郎
ど
ん
祭
り
と
公
園 

　

毎
年
11
月
３
日
に
大
隅
町
で
は
、
鹿

児
島
県
下
の
三
大
祭
り
と
し
て
、
全
長

約
５
ｍ
の
大
男「
弥や
ご
ろ
う

五
郎
ど
ん
」
が
、

勇
ま
し
い
姿
で
市
内
を
練
り
歩
き
、
名

物
で
あ
る
高
架
橋
く
ぐ
り
の
イ
ナ
バ
ウ

ア
ー
が
始
ま
る
と
、
観
客
の
歓
喜
の
声

と
拍
手
で
あ
ふ
れ
る
、
約
９
０
０
年
の

歴
史
が
あ
る「
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」
が

あ
り
ま
す
。

　

飛
鳥
時
代
の
隼
人
族
と
朝
廷
軍
の
戦

い
で
、
戦
死
者
が
多
か
っ
た
隼
人
族
の

慰
霊
の
た
め
の
儀
式
を
始
ま
り
と
し
て

い
ま
す
。「
弥
五
郎
ど
ん
」は
、
そ
の
時

の
、
隼
人
族
の
首
領（
ド
ン
）で
あ
り
、

農
家
・
村
民
を
守
っ
た
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
天
皇
に
仕
え
た
武た
け
の
う
ち
の
す
く
ね

内
宿
禰
と
も

鹿
児
島
黒
毛
和
牛
・
鹿
児
島
黒
豚
の
生
産
地

自
然
豊
か
な
大
地
で
日
本
一
元
気
な
市
民
を
目
指
し
て

曽そ

お於
市（
鹿
児
島
県
）�

 

曽
於
市
長
　
五ご

い

つ

か

位
塚
　
剛つ

よ
し

ブランド牛としても名高い「鹿児島黒毛和牛」

およそ900年の歴史がある「弥五郎どん祭り」

4
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言
わ
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
当
日
は
、
九

州
各
県
か
ら
10
万
人
近
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
11
月
23
日
に
末
吉
町
で

は
、
鎌
倉
時
代
の
巻
狩
姿
の
騎
手
が
参

道
で
馬
を
馳
せ
、
馬
上
か
ら
弓
を
引
き

３
カ
所
の
的
を
狙
う
、
県
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

11
月
に
財
部
町
で
は
、「
曽
於
市
悠

久
の
森
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」が
開
催

さ
れ
、
全
国
遊
歩
百
選
の
森
に
認
定
さ

れ
た
大
川
原
峡
の
悠
久
の
森
は
、
自
然

の
中
で
森
の
せ
せ
ら
ぎ
や
照
葉
樹
林
を

満
喫
で
き
る
遊
歩
道
が
約
３
㎞
続
き
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
が
元
気 　

 

〜�

75
歳
以
上
の
方
全
員
に
敬
老

祝
金
３
０
０
０
円
を
支
給
〜

　

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
が
36
％
と
な

り
ま
し
た
が
、
元
気
な
お
年
寄
り
が
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
本
年

１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
方
が
20
人
に
も

な
り
ま
す
。

　

自
分
で
野
菜
づ
く
り
を
行
い
、
料
理

し
て
生
活
さ
れ
て
い
る
１
０
０
歳
の
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
80
歳
、
90
歳
の
方
で

も
、楽
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加

さ
れ
る
元
気
な
お
年
寄
り
が
多
い
で
す
。

　

本
市
は
、
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の

方
々
に
、
敬
老
祝
金
と
し
て
毎
年

３
０
０
０
円
を
支
給
し
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と
励
ま
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
が
仕
事
を
し
な
が
ら
、
元
気
で

余
暇
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
第

一
で
あ
る
と
市
民
に
呼
び
掛
け
、
元
気

日
本
一
を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
ま
す
。

 

人
口
減
対
策
に
独
自
支
援 

　

本
市
が
誕
生
し
10
年
の
節
目
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
人
口
が
約

５
０
０
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
、

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
保
育
料
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
市
独
自
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高
校
卒
業

相
当
時
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
も
始

め
ま
し
た
。
第
３
子
以
降
の
出
産
祝
金

10
万
円
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
人

口
増
対
策
の
一
つ
に
、
曽
於
市
外
か
ら

の
転
入
者
を
増
や
す
た
め
地
域
振
興
住

宅
の
新
築
一
戸
建（
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）貸
家
は
、

家
賃
が
最
高
で
２
万
１
０
０
０
円
で
あ

り
、
若
い
世
代
の
家
族
か
ら
の
申
込
み

が
多
く
、
現
在
ま
で
に
１
０
０
棟
以
上

建
設
さ
れ
空
き
が
な
い
状
況
で
す
。

　

農
林
業
担
い
手
確
保
お
よ
び
将
来
あ

る
商
工
業
確
立
の
た
め
、
新
規
就
農

者
・
就
業
者
に
対
し
、
２
年
間
の
補
助

金
を
支
給
し
経
営
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
特
に
若
者
が
、
新
規
で
農
業
を
始

め
る
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
市
は
、
自
然
豊
か
な

大
地
に
太
陽
の
恵
み
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
た
農
作
物
が
収
穫
さ
れ
、
畜
産
加

工
品
が
製
造
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
道
の
駅
す
え
よ
し
・
四
季
祭
市
場

の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
が
、
九
州
・
山

口
で
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ（
３
つ
の
駅
が
あ
り
ま
す
）、
高

速
道
路（
２
つ
の
Ｉ
Ｃ
が
あ
り
ま
す
）、

空
路（
空
港
か
ら
40
分
で
す
）
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
鹿
児
島
県
・
曽
於

市
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
大
歓
迎

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆ 

面
積　
　

３
９
０
・
11
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
８
５
１
３
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
８
５
１
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
豊
か
な
自
然
の
中
で
生
命

（
い
の
ち
）
の
鼓
動
を
感
じ
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
大
隅
半
島
北
部
に
位
置
し
、

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
太
平
洋
に
注
ぐ
大
淀

川
の
源
流
点
が
あ
る
畜
産
の
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
７
月
１
日
、
末

吉
町
、
大
隅
町
、
財
部
町
の
３
町
が
合
併
し

て
誕
生

〔
特
産
品
〕
黒
毛
和
牛
、
黒
豚
、
ゆ
ず
、
弥

五
郎
す
い
か
、
甘
藷
、
里
芋
、
椎
茸
、
お
茶
、

米
、
白
菜

〔
道
の
駅
〕道
の
駅
す
え
よ
し
・
四
季
祭
市
場
、

道
の
駅
お
お
す
み
・
弥
五
郎
伝
説
の
里
、
道

の
駅
た
か
ら
べ
・
き
ら
ら
館

〔
観
光
〕
悠
久
の
森
、
桐
原
の
滝
、
大
川
原

峡
キ
ャ
ン
プ
場
、
花
房
峡
憩
い
の
森
、
安
楽

川
渓
流
、
白
鹿
岳

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
、
住
吉
神

社･

流
鏑
馬
、
熊
野
神
社･

鬼
追
い
、
溝
ノ

口
洞
穴
岩
穴
祭
り
、
曽
於
市
悠
久
の
森

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

曽於市長

五位塚　剛

曽於市
鹿児島市


